
「普通に死ぬ」映画上映会参加者アンケート集計（10 月 3 日実施） 

参加者 41 名中回答者 31 名 

 

「普通に死ぬ」を見た感想 

 

 家族とのわかれは辛い。 

 地域で暮らすことが子の笑顔や表情がちがう。地域で共に生きることの大切さがあらためて実感し、涙

が止まらなかった。 

 通っている事業所の所長さんやスタッフさん、自分の家族の本人のきょうだいたちにも見てほしいと思っ

た。 

 この映画についての感想や意見を交換できる場と時間を持つことが重要と思います。２回３回と１回で

は都合で来れない人もいるし、また１回では交換しきれない。交換し、他の人の言葉を聞くことで自分の

考えも深められ、エネルギーも湧いてくるのではないかと思う。 

 普通とは何か、当たり前のことが当たり前ではないことになってしまうのは、世界を見渡してもよくあるこ

とで、普通のむずかしさを感じざるを得ない。でも本人の思う普通になるべく近づけてやりたいのが親心

でもある。 

 実現に向けて、よくがんばってる人がいることを知り私もまだ何かできるか、力がほしいと思いました。 

 普通に良かった。（本人） 

 病院で生活するよりも普通に生活している方が笑顔がやっぱり多いと思い、普通に過ごす生活出来る

場が大事だとあらためて思いました。（事業所） 

 その人が何をどう希望しているのだろう？どんな生活をしたいと思っているのだろう？そのことをもっと深

く深く考えて支援していきたいと思いました。障害のある友人に会って話したくなりました。（事業所） 

 サービスなど必要なこともたくさんあることを感じたけど、やっぱり人や思いが大事だなと思いました。子

どもやその家族の人と一緒にこれからも楽しく過ごせていけること、両方が叶うようにまだまだ色々と頑

張りたいと思います。また色々と教えて下さい。（事業所） 

 地域の中であたり前に暮らす。あたり前のことが重度の障害があるがゆえにかなえられないのは、おか

しいと思う。しかし、現実問題として重度の障害のある方たちをささえる仲間がいないとできないのも事

実である。同じ考えの方を集い、地域であたり前に暮らせる社会を作っていきたいと感じた。（事業所） 

 本当に考えさせられる映画でした。家族や環境で色々変化する事が良くわかった。それぞれの色々な思

いが伝わり、胸を痛め、新たにこれからの事を本当に考えなければと心にとめる事ができました。 

 皆様とてもいい顔をしておられた。病院や施設で生活するのではなく、地域で仲間と一緒に生活するこ

とがとても大切なことだと実感しました。普段当たり前にしている事がこんなに大変なこと、周りの方々の

協力が必要と思いました。1 人ひとりの思いをくみとっておられる事、すごい事だと思いました。本当にあ

りがとうございました。（事業所） 

 自分と重ねて見てしまう。 

 



 地域で生き、死ぬ、あたりまえが難しい。あたりまえにするためには、誰かががんばらないといけないんだ

なと痛感しました。がんばる親、家族、支援してくれる方々、たくさんふえるといいなと思うけど、むずかし

いですね。 

 本当にありがとうございました。本当に一人ひとりの思いが命」がここにありました。ご本人の思い、おか

あさんおとうさん、ご家族の思い、支援者、地域の方々、多くの多くの思いといのちがここにありました。今

ともに生きている、この思いを命をいっしょにあわせ“ふるえ”ですね！いっしょにふるえて生きていけたら、

そう強く思いました。上記でなかなかすすまないとか難しいとか書いてしまいました。そうかもしれない。

でもだからこそです。全力ですべての思いですべてのいのちで、みんなで心を合わせ歩んでいきたい、そ

んな思いでいっぱいです！！（事業所） 

 地域で暮らすことができる！！と思いました。 

 いろいろ考えさせられました。 

 地域でどう生きていくか、自分たち親が何かあったときのためにどうやって地域とつながっていったらよ

いのか、きょうだいをどう尊重するか、など考える機会になりました。ありがとうございました。 

 どう表現していいのでしょうか、複雑な気持ちです。 

 切ないです。自分にも起こりうる問題、考えさせられることが多かったです。 

 子供達の笑顔が見られて安心しました。将来のことを考えさせられました。 

 地域で暮らす難しさ、入所、在宅の言葉の違い、色々と考えさせられます。 

 とても素晴らしい作品であったと思います。在宅で生活することの難しさも感じました。あらゆる分野の

方々のネットワークと情熱が必要だと思います。自分自身どれほどの情熱があるのか思い知らされまし

た。（他団体） 

 グループホームの存在が本人ではなく親の為となる。子どもの為だけではない親の気持ち、自分が子ど

もを見たい、見なければという気持ちがある。医療的ケアが必要な人の通所、グループホームの利用は

制度として整う前にその利用者の為に始めなければならないと先駆けていった人達がいると知った。制

度を待っていても始まらない実状がある。利用者の支援にあたる人は親の気持ちにたくさんふれる必要

がある。（事業所） 

 親もいつもでも元気でいたいけど病気にもなる。子どもの生きる道、早く取り組む事が大事である。（会

員） 

 親同士が力合わせ中心になる人がいて皆の声聞いてすばらしいグループホーム、親なき後も行く先を

考えていただきありがたいなと思いました！！  

 登場される全ての方の深く熱い想いが伝わり、まわりを動かしてネットワークが広がる。とても勉強になり

ました。ありがとうございました。 

 障害のある子供達の居場所作りのすべてが凝縮されている映画でした。子供の事を思う親の気持ちと

子供の気持ちをなんとかしようという支援者がいて思いのある人が集まるのだと思いました。共感する

映画でした。見る事が出来てよかったです。ありがとうございました。 

 事業所の職員、福祉を勉強している学生、行政の方々にも観てほしいと思いました。 

 



 映画の中で起きた出来事は、日本各地、奈良県でも起きています。そこにキーパーソンが何人かいれば、

何か出来る、しなくてはならないんだと強く感じ動き出そうと思います。 

 姉は、障がい者は寿命が短いと聞いていて、自分より先に母が逝くとは思いもしなかったと言っていまし

た。母とずっと一緒だった寝室に今は一人で、母の写真をあちこちに置いて、何かと生活を保っています。

また毎日仏前で一人で父や母とお話しするのも日課でがんばって生きようとしてくれています。コロナで

長らくお休みしていたお店（事業所の）にも半日ずつ週 3 日また世話になり店長さんはじめ仲間といっ

しょにすごすのがやはり一番楽しいようです。最近は年令と共に家の中で歩くにも不安があり介護保険

でリハビリにも週 1 回きてもらっています。西宮の青葉園の方の言葉が本当に印象的で親御さんたちの

本当に熱い思いと共に残っています。ヘルパーの資格のとれる高校や専門学校、また一般の人達にこそ

観てほしい映画だと思いました。ありがとうございました。（本人の姉） 


